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西
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す
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す
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Z 

 ̂

V

し
*

斯
.く
買
入
れ
た
金
地
金
は
紙
幣
準
猶
选
金 

:

に
繰
入
れ
て
、紙

0

0

0

の
準
備
に
充
て
る
と
ビ

.

-\

し
农
。
從
來
部
度
で
金
地
金
を

「

ソ
グ
方
レ 

ィ
ン

」

金
f

改
肩
す
 

'る
に
S

舞

洲

に

輸

送

し

.ベ
同
地
で
鑄
造
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら 

ず
、
其
往
復

^

日
教
.

を
要
す
る

.

も
の
•

で
あ
.

る
か
ら
、之
を
省
略
す
る
爲
め
、千
九
西
十
八
年
孟
質

に
 

造
脖
：支
爵
：を
開
設
し
ィ
7

グ
土
レ

.

ィ
ン

」
金
貨
ビ
；品
位

*

目
の
同
じ
十

.

五「

ぺ
ー
ビ

1

J

金
貨
を

「

モ
フ

レ」

云
ふ
名
稱
の
下
に
、鶴
造
し
ぬ
の

-で
あ
る

o

然
飞
歐
洲
戰
硪
中
歐
洲
交
戰
.諸
國
は
何
れ
も

.

.

.

.

.

. 

- 

-
' 

.

.

.

.

..

.

.:

.

.
 

.

金

の
輸
出
に
制

限
を
施
し
、然
も
.此
制
限
を
戰
後
に

及
ぼ
し
、現

に
合

衆

國

の
如
き
、

千

九
西

十
九 

年
六
月
九
日
を
以
つ
て
、此
制
限
を
解
除
し
た
辟
の
次

^

で
あ
.̂

か
，ら

印

度

が
,*
間

に

於

て

金
 

を
及

收
す

る
に
困
_

で
あ
つ
た
こ

と
は
、當
然
の

數

で

あ

る

隨

o
ll
.

l̂r
し
獎

1

る
保
證
準 

访
バ
次
：
®

に
增
ll
n

し
來
り
れ
こ
ビ
も
亦
已
む
を
得
な

s

ビ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
"
即
ち
戦
爭 

ン
前
一
に
，於
て
は
、紙
幣

.準
備
金
中

街

:®
證

券
を
以
り
て
、

保
^
す

る
，を

得

る

分

は

一
億
四
千

5

1

I

|
,

ビ

J

ビ
制
限

>

れ
て
居
.つ
た

°

ヾ
而
し
て
千
九
苗
十
四
年
の
.委
員
貧
チ
千
ン
バ

ー

レ
ン
娄
員
會 

ビ

沿

-f
.6
名

の)

に
於
て
は
、右

0
制
服
を
ニ
億

「

产

I

ビ

I」

に
0

.0

す

.る

^」

と

を

#

#

し̂

.•こ
^
、
 

此
說
は
其
後
，に
，採
川

3
れ
、千
九
西
十
五
年
十

.
一：月
以
來
漸
次
鱗

張
；.

_
れ
«

幣
の
發
行
高

も

三 

化
に
，愤
加
，す
る
に

3>
つ
た
。

千
九

1-
|
十
四
华
以
來

#

年
三
月
末

H
に
於
け

.る
數
宇
ぬ
左

.の

% 

く

で

：
f

。

：

(

r i
3

 

: 

•

.
 

‘

;金

準

備
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保M

,

準

#

ニO

五

、
三

■
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L
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J 

，丨
：

—
「

九I 

I

紙
幣
發
行
高 

六

六1
ご
一

i

九|

六
年
：
、 

1

九1

七

年
’ 

一'九」

八
年

1

九1

九
年

.厉 

:年

. 

十

1
:月
三
+
日

'
r六
，

1

六

、
三

八

六

3
、八 

.
九

九
七
、
九

1 '

五 j 
一s

、; ̂

1:’

七

九

六

、
七

三

ニ

三

、
四 

1
|三
2£
、
%
; 

•:】
：

九

ニ
、
ニ 

.

.ー：：〇
七

、
九 

三

七

三

、
九 

四

七

四

、

i,.

三

一

五

、
九 

1

五

ニ

、
九 

1.J

四r
、

六 

1

八

六

、
七 

ニ

七

近
-?1 

一
七
调
ヽ
九 

三u

七

d

1

四
〇
、〇 

.
|四
0
ヽ
〇 

ニ
〇
〇
、〇 

四
八
四
：
ヽ
九 

六

一
四
、八 

九

八

$

、
八 

九

九

五

、三

丄

示

す

や

ぅ

化

、歐

:洲
開
戰
以
來
印
度
が
充
分
の
傘
を
吸
收
す
る
ご
出
來
ず
^
幣

W

+

I

.
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餚
r

M

-

に
對

.ず
る

雜
備

ビ
し

y

所
.

有
す
る

'

金
に
し
て
も
、一
時
非
常
に
減
少
し
た
、こ
と
に
就
て
は
、英
國 

政
府
：：幷
に
；英
蘭
鈒
.

，行

の

：印

權

に對

ず
-

る

不

公

，
正

の
‘

處
說
が
有
力
な
る
原
因
を
爲
し
て
居
る

S

云
ふ
#

を

る

。
‘
' 

S

I

於
て
、最
も
裏
に
此
事
質
を
暴
露
し
ぬ
の
は
、孟
質
の
印
诞
商
業

會
議
渐
代

：
.裁

者

f

ヌ、ス

ベ
ダ

ゲ
氏
で
あ
つ

て
、私
は
.氏

の

覺

書

か
ら

、左
の
一
.

節
を
引
抄
す
る
。

_

度
'-
0

商
業
ー
社
會
が
舉
R

威
情
に
於

.

て
の
み
な
ら
ず
、實
利
害
に

.

於
て
、最
も
非
な
り
ビ
考 

へ̂

所
过
咏
度
政
府
の
通
货
幷
に
爲
替
政
策
に
對
し
て
一
英
國
金
瑯
土
の
支
配
の
加
へ
ら
れ 

る
.
5

で
あ
る
。
英
關
銀
行
が
自
行

」

の
準
備

▲

中
か
ら
は
勿
論
、大
陸
幷
に

南
！
：

の
倫
敦
に 

對
す
る
金
輸
送
额
中

.

か
ら
、印
度
に
金

0

供
給

さ

れ

る

こ

しヾ
に
反
對
し
た
事
實
は
印
度
の
商 

業
社
.

會
に
失
龜
を
诞

^

^

&

對
を
買
ぅ
所
以
ビ
爲
つ
た
。
英
蘭
銀
行
は
印
度
の
金
を
英
國
内 

‘

に
保
甫
し
、單
に
；印
.

度
に
仕
向
；け
ら
れ
可
き
も
の

S

云
ふ
留
保
の
下
に
、之
，を
他
用
せ
ん
と
し 

た
：の
で
あ
マ
て
、此
.

點
代
於
て
、英
蘭
顧
行
は
其
特
權
を
利
用
し
、印
度
に
於
け

る

金
鑛
詣
會
社 

.

と
契
約
を
締
結
し
た
。
此

_

把
る
印
度
に
對
し
て
は
、不
公
疋
の
甚
だ
七

.

き
も
の
で
&
つ
て

_ 

若
し
も
印
度
の

 

'
利
害
の
み
を

«

一.
に
道
ん
す
る
政
府
が

♦

つ
た
ミ
し

た

な
ら
ば
、必
ず
之
•を 

„

拒
否
す
可
き
馨
で
あ

0

た
。 

： 

,

机
年
の
幣
制
签
員
會
に
於
て
も
•印
度
に
金
貨
を
流
通
さ
せ

る

間
題
の
起
つ
た
ど

§ 

K英
國

. 

の
别
齊
せ
顧
み
て
、之
に
反
對
す

」

る
議
論
の
あ
つ
、た

乙

ビ

は
、印
度
の
感
情
を
傷
け
る
一
原
因
ビ 

爲一っ

:^
が
、今
又
同

i

補
類
の
問
題
に
接
す
る
に

.至
つ
た
の

.で
あ

'つ
て
、此
種
の
利
害
關
係
が
將

. 

«

勿
何
に
發
展

.す
る
か
は
、吾
人
の
.注

!@
す
可

.&
所
で
あ
る
。

 

'

:以
上
の

間
*

は
姑
く
之

を
措

&
、應
に
角
上
摩
述
べ
た
ょ
う
な
次
第

.で
、印
度
の
通
貨
制
度
は 

;

金
爲
#

本
位
制
の
下
に

.千
入
'西
九
十
三
年
來
印
度
に
诹

つ

て

有

利
R

運

用
3

れ

て
居
つ
た
も 

の
琴
認
め
ら
れ

る
。

卿
ち
此
制
度
の
下
に
於
て
、內
國
の
施

.通
に
適
す
る
通

'貨
は
：供
給
さ
れ
、貿 

M

決

.濟
の
方
便

.は

.
f
tへ
ら
れT

ルー

ビ
J
銀
貨
多
グ
产
レ
ィ
ン

」

金
貨
と
の
照

R
於
け
る

®

®
 

は

難

る

，
確

實

で

あ

久

「

ぐ

を

ー」

の
.
價

値
を
し
て

【

志

ra
片
似

T-
に
低
落

3
甘
る
や
う
®
勢
は 

全

ぐ
遮
斷

3
れ
輸

=
1國

V..

し

て
印
度
が
有
利
な

»'

易
差
额
，を
«
持
し
て

行
く
地
位
に

興
勸
の 

，な

い
服
り

：̂

等
薆
羅

す
可
き

も
の
。

-^
しy

見
ら
れ
た
の
で

.あ
る
#

然
し
.な

が

ら
銀
價
が

騰
貴
し 

た

'«
合
.に
は
、、
印
度

:0
.:*
^

度
は
如
何
に
變
化
，す
る
で

.

.あ
ら

ラ

か
。
銀
價
の
騰
貴
ユ
印
度
の 

滯
制
，改
革

.め
立
案
さ
れ
る
當
時
よ
於
で
は
、全
：然
識
想

3
れ
な
か

0 ;
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
今
、
 

推
豫
想
外

'の
事
：實
が

.起
；
0
:
.て
>鄉

：價

；
は

近

；
年

比
*

^
見
ざ
る
高

#

ど
爲

.う
、印
度
は
通
貨
に

e

て 

'

摩
玉
卷

(

k

v)

:-
:
論

..
'

.

靡騰嘴時袋印度通貨還，

：

 

第

I.

锶
一
：九



,

—

 

.
 

■ 

;
丨 

’;l
:
;i
l'
s
:
f—

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
^

^

^

|-.
',
:,
!*-
'
;

—

:

-̂
£
r
?̂

:̂:;̂
,u
.:;lr̂

: 
,
ik
'

r>-,
H.

:ll,
-
r-
-
5r
.i
r

r
g
^
'
-?.
'l.
,-,
)v,
l

\!
.

'し

，！
h.

-,
'-,
 
., 

, 

: 

’ 

V

-

:
.
,

t

I

,

第
十
：

i
 

(

 

ニ
〇 

>

 
:

論

：
訛

.

雜
慨
騰
齒
時
代
の
叩
度
通
货
問
姐.

 

第ブ號二〇

 

る
,

爲
：め
-

に
、飯

を
得

る
，こ
.V

J

に
非
常
の
困
難
を
感
じ
、紙

ff
f

の
免
衡

ネ

危
險
ビ
爲

i

/K
1

ピ
J

の
 

爲
转
H

fl
l

，も
相
次
ひ
で
一
.

志
四
片
か
ら
二
志
四
片
に
引
上
げ
ら
れ

.

る
に
至

0

た
。
豸
替
相
場 

の
確
實
は
最
も

®

^

し
き
所
で
あ
つ
て
、

®

に
千
A

W

.

A

十
八
年
れ
ら
、千
九
百
十
七
屯
.に至
る 

.

二
十
^

-
|!
«

印
1«

の：.
辟
替
#1
:

«

於

H

ダ
ー

ビ
、J

に
'

付
き
，

一

志
四
片
に
確

.

定
し
て

@

.

ヴ
.

た
乙

ビ

が
- 

經
濟
上
に

®

M-

の
利
益
を

»

し
穴
か
、测

h

郐
.

る
对
か
ら
ざ
る

P

で
'

あ
る
。
即
ち
爲
替
相
場
が 

騰
极
す
れ
ぼ
，輸
入
贸
易
は
刺
紙
を
受
け
る
が
、輪
泔
贸
易

.

は
妨
害
を
蒙
か
、爲
替
相
場
が
低
落
す 

•

れ
ば
、反
對
の
結

*

を
生
ず
る
。

>

容

し

：も
一
爲
替
.

相
.

場
.

が
新
な
る
標
準
の
：下
に
、維
持
さ
れ
た
な
ら 

.

ば
、上
.記

の

變

動
0 .

如
&

1

ら
一
時
的
の
も

.

の
で
あ
つ
て
、賃
銀
玻
他
の
缺
用
が
新
な

る

狀
況 

に
適
應
す
石

.

ま
で
機
働
し
な
い
か
も

.

知
れ
ぬ
。
然
し
な
が

.
'ら
時
期
の
提

.

短
を
問
は
ず
、斯
る

0
 

動
は
資
本
の
移
動
を
妨
げ
て
、

^

れ
だ
け
印
度
の
發
達
を

®

さ
S

る
匕
得

.̂

い
。
殊
に
爲
替

*|

が
自
然
の
狀

« :

に
支
配
？
れ
て
、變
動
す
る
場
合
で
あ
れ
咕
當

.

業
者
>

 

變
動
の
起
る
可
さ
事

• 

•• 

.

.

- 

.

.

. 

.

f

激
知
し

I

I

へ
る

乙

ミ
出
來
る

S

府
が
自
然
の
働

4

S

を
加
へ
る

V
;

 

に
は
.當
業

«
は
•之を
如
何
ビ
も
す
る
，を
得
な
い

.の
で
あ
る
。

然
ら
ば
印
度

^

於
て
、續
次
爲
替
相
場
の
引
上
げ

&

れ
犮
こ
と
は
、幣
制
を
維
持
す
る
上
に
於

已
も
プ

1

な
.か
つ
ナ
ビ
し
て

.經
•濟
上
如
何
な
，石
影
響
を
及
ぼ
し
、た
.で

あ

ぅ

か
。

印
度
こ

:

於
5

、歐
I

國
に
比
ま

I

I

少
2

に：.
於
て
低
い
ど
し
て
為
ほ
戦

S

來
物
價
‘の
 

騰
也
す
る

.

勢

は

に

種

々

0

5

1

ず
る
こ
ど
を
免
か
れ
な
か

つ.
.
た
。

然
も

.爲
替
相
取
の
引
上
：で
、此
物
價
騰
貴
の
勢
が

或

る
，

に
於
て
遮

®
3

れ

た

こ

ど；
は
、

I

 

^

 

^

 

.

 

w

i

f

e

 

u

 

m

 

^

^

つ
て
云
へ
ば
、

「

T

ビ
丨」

の
爲
替
惯 

値
：力
騰
貴
し
た
以
上
I

入
業
：者

は
I

で
現
は
.

S

れ

た

輸

み

品

の

代

憤

を

決

濟

す

る

の
fc

、
 

以

前

ょ

办

も

少

量

？

 

I

ビ
I

」

貨
を
以
'

つ
て
ず
れ
ば
、足
P

る
の
で
あ
る
か
ら
、#

憤
は
.必
ず
下 

&

す
•

る
し
"

®

出
，品

に
就

て
云
へ
ば
、破

貨
.

で
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